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第1５回全日本スノーボード技術選手権大会兼 

第8回デモンストレーター選考会 

開催要項 
 

【主   催】 公益財団法人全日本スキー連盟 

【主   管】 一般財団法人東京都スキー連盟 

【後   援】 南魚沼市・公益財団法人新潟県スキー連盟・株式会社上越観光開発 

【協   力】 公益財団法人神奈川県スキー連盟 

【会   場】 上越国際スキー場 

        〒949-6431 新潟県南魚沼市樺野沢112番地1号  

 

【実行委員会】 第1５回全日本スノーボード技術選手権大会兼第8回デモンストレーター選考会事務局 

〒102-0093 東京都千代田区平河町 1-4-15平河町小池ビル２F  

一般財団法人東京都スキー連盟内  

TEL：03（3262）2491  FAX：03-3264-6540 

 

【競技本部】 開設：２月２８日（水）9:00～  

ホテルグリーンプラザ上越 ラウンジライラック奥 TEL：070-1323-2644 

 

【大会日程】 

 

 

 

 

 

 

 

日   程 時   間 内     容 場    所 

3月1日（木） 

 

[第一日目] 

9:00～13:00 

10:00～12:00 

13:00～15:00 

17:00～ 

 

19:00～ 

選手受付 

AMコートオープン（ビブ着用） 

PMコートオープン（ビブ着用） 

開会式 

 

代表者会議 

・受付 

上越国際観光協会2F 

 

・開会式 

南魚沼市民会館（大ホール） 

・代表者会議 

上越国際観光協会2F 

3月2日（金） 

[第二日目] 

8:20～ 9:00 

9:15～ 

 

 

17:00～ 

インスペクション 

～予選競技開始～ 

・リズムキープ（人工構築物） 

・フリーライディング（ナチュラル） 

代表者会議 

公式記録発表 

（代表者会議終了後30分目途） 

  

   

・長峰第3ゲレンデ 

・美奈ゲレンデ 

・代表者会議 

上越国際観光協会2F 

 

3月3日（土） 

[第三日目] 

8:20～ 9:00 

9:15～ 

 

 

17:00～ 

インスペクション 

～予選競技開始～ 

・フリーライディング（人工構築物） 

・リズムキープ（整地） 

代表者会議 

公式記録発表 

（代表者会議終了後30分目途） 

 

 

・長峰第3ゲレンデ 

・大別当ゲレンデ 

・代表者会議 

上越国際観光協会2F 

 

3月4日（日） 

決勝 

[第四日目] 

8:20～ 9:00 

9:15～ 

 

 

14:00（予定） 

 

インスペクション 

～決勝競技開始～ 

・フリーライディング （人工構築物） 

・フリーライディング （整地） 

成績発表・閉会式 

スノーボードデモンストレーター認定式 

公式記録発表 

 

 

・長峰第3ゲレンデ 

・大別当ゲレンデ 

・長峰第3ゴールエリア 
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【競技種目】 ◆予選 

・リズムキープ    （人工構築物）  長峰第3ゲレンデ 

・フリーライディング （ナチュラル）    美奈ゲレンデ 

◆予選 

・フリーライディング （人工構築物）  長峰第3ゲレンデ 

・リズムキープ    （整地）     大別当ゲレンデ 

◆決勝 

・フリーライディング （人工構築物）  長峰第3ゲレンデ 

・フリーライディング （整地）     大別当ゲレンデ 

 

※天候及び斜面状況により、種目の内容及び順序を変更することもある。 

その場合は場内放送及び公式掲示にて周知する 

 

：与えられた斜面を独創的なライディングの構成で、力強さ、優雅さ、美しさや 

迫力などを卓越した技術と正確なスノーボードのコントロールで表現する。 

：その斜面で自己の技術を最大限発揮できるターンサイズで、斜度や地形に左右 

されずに滑走のリズムを維持してライディングする。 

 

 

【競技方法】 

1. 規制されたコートにおいて種目内容の滑走を行う 

2. 予選は競技4種目5審3採用（上下カット）で2審判団がジャッジを行う 

班別及び班中のローテーションを行う 

原則として女子班の競技を先に行う 

3. 決勝は競技２種目5審3採用（上下カット）で2審判団がジャッジを行う 

原則として女子班の競技を先に行う 

決勝の滑走順は決勝進出者のみを圧縮してローテーションを行う 

4. 予選・決勝の順位決定は競技規則に準ずる 

 

【決勝進出人数】 

決勝進出人数は各カテゴリーの５０％ととする 

  

 

【そ の 他】2018年度オフィシャルブック１ P43～４７をご覧ください。 

 

 

 


